令和２年度版
 　　　　　　スポーツ少年団の活動環境と条件の整備　
                                                        　福島県スポーツ少年団
団員の生命を守るための、日常的な安全管理の強化と条件の整備について
１　日常の練習ならびに団員の自宅と活動場所への行き帰りなどの安全確保
 　　　 ○往復方法の個別調査  　　　　　○練習日程や場所等の家庭への事前周知  
○ＡＥＤの設置確認（携帯）と使用方法の研修（救急救命法講習会への参加）　　　　　　
２　不審者の声かけや活動場所への不法侵入に対する具体的な対応
○学校や地域の関係者との連携  　○対応マニュアルの作成と場に応じた指導

○母集団会員への協力要請　　 　 ○防犯グッズの活用　          　　   
３　団員同士の交友関係の指導
○問題傾向や状況の早期発見　　　○指導者相互の共通理解　

○保護者や学校との連携　　　　　○問題発生時の事実関係の正確な把握と記録　
団員の心身の健康に配慮した団活動の充実
１　適切な休養日の設定と家族や地域の方々と触れあう機会の確保
  ○週３～４日の活動日　
○平日２時間程度、休日３時間程度の活動時間
２　指導者等の体罰や暴言、パワーハラスメントの未然防止を図る体制づくり
　○団員との望ましい人間関係の構築　　
○団運営の役割分担と複数の指導者による指導
　○団活動の“理念や意義”の定期的な研修　  　
組織的な安全対策やモラルの向上による指導者・役員・スタッフ、保護者の事故防止
１　団活動に交通機関等を利用する場合の安全対策
○原則として公共交通機関や貸切自動車等の利用　
○使用する私有自動車の保険契約の内容確認 
○運転者の体調や健康の管理 
○余裕のある計画や日程の調整  
２　会計上の問題発生を未然に防止と公正な経理執行

  ○総会の開催　
○育成母集団による経理と監査 
○予算・決算の会員への報告　
３　指導者及び団員や育成母集団会員に関する個人情報の管理と守秘の徹底
  ○団員名簿の記載内容の吟味　
○名簿・連絡網の目的外使用の厳禁と管理  
４　通常の団活動中における禁酒・禁煙の徹底
  ○飲酒後の指導や見学等の禁止　
○団活動中の飲酒・禁煙の徹底  
５　社会通念を逸脱した過度の社交儀礼や交流機会の自粛
  ○経理規程の制定　
○個人的謝意の自粛　
○計画的な飲酒機会  
○男女関係への配慮
６　団員に動揺を与える反社会的な行為や行動等への厳しい自己規制の徹底
  ○法的責任を問われる行為（刑事 行政 民事） 
○著しくモラルを逸脱した行動等
